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○委員長（鈴木庄市） 

  引き続きまして、議案第２７号 平成２５年度開成町下水道事業特別会計予算を

議題といたします。細部説明を担当課長に求めます。 

  上下水道課長。 

○上下水道課長（石塚和己） 

 それでは、予算書の２３３ページをお開きください。 

 議案第２７号 平成２５年度開成町下水道事業特別会計予算、平成２５年度開成

町の下水道事業特別会計予算は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算、第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ６億７，１４

３万円と定める。 

 第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入

歳出予算」による。 

 債務負担行為、第２条、地方自治法第２１４条の規定により、債務を負担するこ

とができる事項、期間及び限度額は、「第２表 債務負担行為」による。 

 地方債第３条、地方自治法第２３０条第１項の規定により、起こすことができる

地方債の起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還方法は、「第３表 地方

債」による。 

 一時借入金、第４条、地方自治法第２３５条の３、第２項の規定による一時借入

金の借入の最高額は１億円と定める。 

 平成２５年３月５日提出、開成町長、府川裕一。 

 次の２３４ページをお願いいたします。第１表、歳入歳出予算、歳入、歳入につ

きましては、１款の分担金及び負担金から７款の町債まで、歳入合計６億７，１４

３万円でございます。 

 ２３５ページをごらんください。歳出ですが、歳出は、１款総務費から５款予備

費までで、歳出合計は６億７，１４３万円でございます。前年度に比べ、１．８％

の増額予算となります。 

 次の２３６ページをお願いいたします。第２表、債務負担行為、事項、公共土木

積算パソコン用ソフト賃借料、期間、平成２６年度から平成２９年度、限度額１，

６７２，０００円。 

 第３表、地方債、起債の目的、公共下水道事業、限度額１億１５０万円、流域下

水道事業としまして、限度額４０万円、特別措置分として、限度額２，５００万円、

合計１億２，６９０万円、起債の方法、利率、償還の方法は、記載のとおりでござ

います。 

 続きまして、平成２５年度開成町歳入歳出予算書、説明資料の４８ページをお願

いいたします。予算書では、２４０ページからになります。下水道事業歳入でござ

います。分担金及び負担金、負担金受益者負担金でございます。平成２３年度賦課

分が１１万６，０００円、平成２４年度賦課分が１２万円、平成２５年度賦課分が

７５万５，０００円の合計額を見込んでおります。前年当初に比べ、６４万７，０
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００円ほどの減額になっております。 

 滞納繰越分としましては、前年と同額でございます。 

 使用料及び手数料、下水道使用料は、前年と比べ、１，４２０万円、８．８％の

増額になっております。平成２４年度の接続世帯の予定を８０世帯と考え、基本料

金分６０万４，０００円を含んだ一般家庭分９，６１０万２，０００円、企業分８，

１８６万４，０００円の合計額に収納率を加味し、見込んでおります。滞納繰越分

としましては、前年と同額の１５０万円を計上しております。 

 下水道手数料の指定工事店指定等手数料、責任技術者登録等手数料、諸証明手数

料の３手数料は、実績を見て、計上いたしました。 

 指定工事店の方針に係る手数料は、５，０００円の５１件分、責任技術者の更新

に係る手数料２，０００円の２６件分、各種諸証明に係る手数料３００円の１２０

件分を見込んでおります。 

 国庫支出金、下水道事業費補助金の社会資本整備総合交付金は、社会資本整備総

合交付金の１億３，２００万円の国２分の１の補助で６，６００万円と効果促進事

業費２，１５０万５，０００円の２分の１補助で、１，０００万円を計上しており

ます。 

 地域の住宅施策の実施に伴う事業に対して受けることができる交付金事業費３

００万円の国１０分の４．５の補助、１３５万円の合計額でございます。前年に比

べ、２８５万円、３．６％の増額でございます。 

 繰入金、一般会計繰入金は、前年に比べ１，４００万円ほどの減額の２億８，５

００万円でございます。 

 繰越金、繰越金につきましては、前年度繰越金として、前年と同額を計上いたし

ました。諸収入の延滞金は、項目設定でございます。雑入は、広域水道企業団から

の分担金と下水道協力金でございます。広域水道企業団からの分担金は、県が実施

している、酒匂川流域下水道整備事業費の公共と単独事業費から起債相当額を控除

した額の２分の１が、広域水道企業団の分担金として算出され、関連市、町へ汚水

量の流入割合で分担金としてと払われるものでございます。２５年度は３万３，０

００円を見込んでおります。 

 下水道協力金は、１件、１１万２，０００円で、合計額１４万５，０００円でご

ざいます。町債下水道事業債の公共下水道事業債の１億１５０万円は、公共下水道

事業に係る起債でございます。起債対象事業費は１億８，００２万円でございます。

流域下水道事業債は、酒匂川流域下水道、建設事業に係る起債で、４０万円でござ

います。特別措置分は、下水道に係る起債の特別措置分でございます。昨年と同額

の２，５００万円でございます。 

 次の５０ページをお願いいたします。予算書の２４６、２４７ページからになり

ます。歳出です。総務費、下水道総務費の一般管理費は、下水道運営審議会の開催

を４回予定しております。また、前年度工事箇所の下水道台帳整備や、下水道使用

料の徴収委託、４，３４２件の６基、２万６，０５２件分の７７８万８，０００円
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で、合計では前年より５２６万９，０００円の減となっております。主な原因、要

因といたしましては、人件費の減でございます。 

 施設管理費は、汚水流入量の多い特定事業場、４カ所の水質検査の実施、流量計

２基及び宮台に設置されているマンホールポンプの保守点検委託、マンホール蓋等

の道路維持保守などの下水道施設の維持管理を行います。前年当初に比べ、４１４

万５，０００円の増額でございます。主な増額の要因といたしましては、下水道の

管路調査委託を見込んでおります。 

 続きまして、事業費、下水道事業費、公共下水道事業費ですが、牛島地区１カ所、

宮台地区１カ所、吉田島地区２カ所、都市計画道路、山北開成小田原線内、南部地

区土地区画整理区域内の管渠敷設工事を予定しております。管渠延長２，０５５メ

ートル、整備面積は、１．３６ヘクタールを予定しております。 

 前年の当初予算と比べ、９５４万６，０００円、４．４％の増額となっておりま

す。工事場所につきましては、７７ページ以降に、資料２として添付してございま

す。下水道工事箇所図を後ほどごらんいただきたいと思います。 

 流域下水道費の流域下水道事業費は、酒匂川流域下水道事業における建設費負担

金及び維持管理費負担金で、各市町の汚水量による負担割合によって、支払うもの

でございます。前年より２８６万６，０００円の増額となっておりますが、維持管

理負担金の増が主な原因でございます。 

 公債費、公債費の元金は、下水道事業債１２３件に対する元金の返済を行うもの

でございます。 

 利子、町債償還利子は、下水道事業債、１５１件に対する利子返済を行うもので

ございます。 

 一時借入金は、年度中、資金不足に対応するため、市中銀行等借入金利子を支払

うもので、前年と同額でございます。 

 予備費につきましては、４４５万２，０００円を計上いたしました。 

 それでは、予算書の２５８ページをお願いいたします。地方債の前々年度末にお

ける現在高並びに前年度末及び当該年度末における現在高の見込みに関する調書

でございます。 

 ３月７日提案の補正予算第２号が可決されましたので、昨日差しかえをお願いい

たしました、差しかえ資料をご覧いただきたいと思います。 

 ２５年度につきましては、公共下水道事業債で、当該年度中、起債見込額が１億

１５０万円、償還見込額が１億３，００８万２，０００円、流域下水道で起債見込

額が４０万円、償還見込額が２，５８０万２，０００円、特別措置分で、起債見込

額が２，５００万円、償還見込額が１，２６４万３，０００円、補償金免除繰上償

還借換債につきましては、償還見込額が６，２４４万３，０００円になります。こ

の結果、普通債といたしまして、当該年度中起債見込額は１億２，６９０万円、当

該年度中、償還見込額は２億３，０９７万円となり、２６年３月末には、当該年度

末現在高見込額として３１億５，０２４万９，０００円の予定となります。 
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 以上で説明を終わりにします。よろしくお願いいたします。 

○委員長（鈴木庄市） 

 以上で、議案第２７号 平成２５年度開成町下水道事業特別会計予算についての

説明を終了いたします。 

 


